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　僕は日本に無い何かを求めてモロッコを旅をした。サハラ砂漠に向かう道中、
アトラス山脈の麓に新しい街が建設されていた。電柱と配電盤だけが無機質に
並ぶ墓地のような光景で、そこから連想される街の未来の姿はいつしかの日本
であり今日の中国と何ら変わりなかった。そんな代わり映えのしない陳腐な光
景を生み出しているモロッコ人は不思議なくらい自国の近代化に目を輝かせて
自慢してくるのだ。

　本提案はモロッコ人が見落としてきた彼らのアイデンティティ、これを一介
の旅行者であった日本人が再評価し、神学校としてこの土地の始まりの建築に
還元する。暮らすことの豊かさと彼ららしさを共存させた先に悦びがあるように。

　石膏を型抜きしたレリーフの数々は、景観のスケッチを元
に、重層する影の作り方をスタディしたものだそうである。レ
リーフには様々な色が施されており、そこには既に白い建築
を指向していないことが見受けられる。設計作品には全体に
２種類の色を大胆に用いており、赤はモロッコの現地で使わ
れている色、青は民族を象徴する色とのことである。このヴィ
ヴィッドな色使いはルイス・バラガンがメキシコにおいて鮮
やかな色彩を建築に用いていたことを想起させる。この作品
で使われている青は、砂漠のなかのオアシスのような水の色
にもたとえているのかもしれない。
　プランは無理の無いスケールで計画されており、空間の配
列分割が美しく、シンプルで力強い。重厚な壁厚が際立ち、外
観はきわめて開口部が少なくおさえられ、それ故に内部の所々
にあらわれる、上空からの光がもたらす陰影は強烈であろう。
作者の言うモロッコの「影の文化」は、卓越した光と影の空
間をもたらしている。理性的なプランと色彩や素材、風土へ
のこだわりにより、rational でありながら emotional な空間を
創出しているといえるのではなかろうか。
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名も無き街へ

講　評

　日本大学と東邦大学を分かつ明確な境界線を曖昧な境界域へと作り替える、その境界域を「のりしろ」
と作者は呼ぶ、面白い着想の作品であり、さて何と何を糊づけるのであろうかと興味を持たせる、作品
への導入も巧みです。
　作者は、大学と大学、学生と地域住民、そして東西に分かたれた地域住民を結びつけようとし、その解
決法は研究成果を元にした「集う」ことの大切さにあると解き、自然発生的に強制的に集う場となる装置
を1本の動線に散りばめた素晴らしい作品です。また、災害時における大学の地域貢献、防災拠点へのスムー
ズな動線の確保をも視野に入れ、民民による相互協力の提案も行ったところも本計画の良さです。
　大きなボリュームで計画された一時避難所ともなる大学施設を、「横町」と名付けるに相応しいファサー
ド、プラン、ボリュームを検討し計画されると尚良かったと筆者には感じられました。　

（審査委員：海老原 智子）
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　人がただすれ違うだけの街
は、故郷にはならない。農村
社会では、人びとが集うこと
で自然に「助け合うコミュニ
ティ」がつくられてきた。そ
んな農村型の「集い」のしく
みを都市的な環境の中で実現
できないだろうか。南北の街
を分断する隣り合う東西二つ
の大学が、街の「のりしろ」
となり、学生と地域の人びと
が自然に集う。「のりしろ」は、
人びとのサークル活動で賑わ
い、大学の機能を巻き込みな
がら、南の商店街と緊急避難
場所である北の小学校へとつ
ながっていく。自然災害が懸
念される今、「のりしろ 大学
横丁」の設計を通して、豊か
な地域社会と新しい街のあり
方を提案したい。基本的な考
え方は、論文『一農村集落の

「集い」にみる「助け合うコ
ミュニティ」形成に関する研
究』（学内卒業論文審査会に
て最優秀賞受賞）で検討した。

のりしろ 大学横丁


